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第１学年算数科学習指導案 

 

                                              日 時  平成２５年１０月２２日（火）１校時 

                                              場 所  盛岡市立永井小学校 １年１組教室 

                                              児 童  男１６名 女１５名 計３１名 

                                              指導者 佐々木千香子 

 

１ 単元名  たしざん（東京書籍Ｐ９５～１０１） 

 

２ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

     １位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え理解し，確実にできるようにするとと 

 もに，それを用いることができるようにする。 

（２）単元の評価規準 

 

算数への 

関心・意欲・態度 

 

・既習の加減計算や数の構成を基に，１位数どうしの繰り上がりのあ る

加法計算の仕方を考えようとしている。 

 

数学的な考え方 

 

 

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え，操作や言 葉

などを用いて表現したり工夫したりすることができる。 

 

数量や図形についての 

技能 

 

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実にできる。 

 

 

数量や図形についての 

知識・理解 

 

 

・１０のまとまりに着目することで，繰り上がりのある加法計算数で き

ることを理解する。 

 

（３）単元における言語活動 

     算数ブロック，図，式などを使って計算の仕方を考えたり，考えたことを説明したりする。 

 

３ 単元について 

（１）子どもの実態 

     入学してから半年が経ち，学級の子どもたちは学校生活に慣れ，学習にも意欲的に取り組んで 

 いる。児童はこれまで和が１０以下の足し算を学習してきており，速さに個人差はあるものの， 

 どの子も正しく答えをだせるようになっている。また，数の分解や合成，１０の補数についても 

 学習し数構成の理解を深め数に対する感覚を養ってきた。しかし，これらについて念頭操作で即 

 答できる子はまだ少なく，ほとんどが指やブロックを必要としている。したがって，本単元のよ 

 うに「１０の補数を見つけ，加数（被加数）を分解して１０のまとまりをつくり，１０といくつ 

 と考えて和を求める」といった，論理的な思考を要する複雑な計算方法は，児童にとって抵抗が 

 大きいものと思われる。 

     児童はこれまで，自分の考えをつくるために算数ブロックを操作することを経験し，自力解決 

 ができるようになっている。また，ブロックだけでなく図や式に表すことで自分の考えを伝えら 

 れることを知り，一斉あるいはペアで伝え合う活動を始めたところである。 

（２）教材について 

      本単元で扱う１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方は，学習指導要領には以下の 

  ように位置づけられている。 
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第１学年 Ａ数と計算 

（２）加法及び減法の意味について理解し，それらを用いることができるようにする。 

 ア 加法及び減法が用いられる場合について知ること。 

 イ １位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が確実 

 にできること。 

 

        それを受け本単元ではまず，加数分解による繰り上がりのある加法計算の仕方について学習 

  する。被加数の１０に対する補数を見つけやすいように，はじめに９＋４を取り上げる。被加 

  数が９，８，７の場合の順に取り上げることで加数分解の計算方法が確実に理解できるように 

  していく。最後に被加数が８～５の場合の加法計算も加数分解で処理できるようにする。 

    次に，３＋９を取り上げ，被加数分解の方法もあることを理解させる。既習の経験を生かし 

  加数分解の考え方をする児童もいると予想されるが，どちらの計算の仕方でも答えは一致する 

  ことを確認し，どちらの方法も１０のまとまりを作っていることに気づかせる。そして，被加 

  数より加数が大きい場合の加法の計算練習に取り組み，被加数分解と加数分解のどちらか考え 

  やすい方法で計算に慣れていくようにする。 

        さらに，計算カードを使った練習やゲームにより習熟を図り，ある程度反射的に答えが求め 

  られるようにしていく。 

       

 

  〈教材の関連と発展〉 

 

 １年   ２年 

 

 

 

③いくつといくつ  

 

⑫たしざん  

 

③たし算のひっ算 

・１０までの数の構成 ・繰り上がりのある加法 ・２位数＋１，２位数＝２位数 

・加法の筆算形式  

 

 

 

 

④あわせていくつふえるといく

つ 

 

 

 

⑯２０よりおおきいかず  

・加法の意味（合併，増加） 

・和が１０以内の加法 

・０の加法 

・５０＋２０，３０＋５， 

 ２５＋３など 

 

 

⑥３けたの数 

・数の構成に基づく加法計算 

 

 ⑱ずをつかってかんがえよう  

 

⑨たし算とひき算のひっ算 

 

 

⑥１０よりおおきいかず  

 

・順序数の加法 

・異種量の加法 

・求大 

・２位数＋１，２位数＝３位数 

・１０＋５，１２＋３など  

  ⑯たし算とひき算 

 

 

⑩３つのかずのけいさん  ・減法逆の加法 

・３口の加法，減法との混合  

 

 

 

（３）指導について 

     本単元で学習する繰り上がりのある足し算は，次学年以降で学習する加法計算の基礎となるも 

 のであり，１学年の重要な内容である。児童が少しでも抵抗なく学習に取り組み，繰り上がりの 

 仕組みを理解できるように，まずは既習の数の分解や合成，１０の補数について繰り返し練習し 

 定着させておきたい。また，算数ブロックを使った操作活動を重視し，手を使うことで言葉を導 

 きだし思考の過程を自覚できるようにする。そうすることで繰り上がる仕組みの理解を深めてい 

 きたい。さらに，算数ブロックで考えた手順を図や式でも表せることを指導し，考えを整理した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



29 

 り友だちに説明したりするのに使おうとする態度を身につけさせたい。 

    

 

４ 単元の指導計画と評価計画（全１２時間） 

 

次 

 

時 

 

主な学習活動と学習内容 

 

評価規準 

 

主な言語活動 

１ ９＋４のけいさん 

◎１位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，加数を分解して計算する方法（加数分解）を理 

解する。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

・ 

２ 

 

 

 

 

 

・「あわせてなんこ」を求める場 面

であることから，加法である こと

を考え，立式する。 

・９＋４の計算の仕方を考える。 

・加数分解による計算方法をまと 

める。 

・加数分解の方法で９＋３の計算 

をする。 

関既習の加減計算や数の構

 成を基に，９＋４などの 

計算の仕方を考えようと 

している。 

考９＋４などの計算の仕方

 を考え，操作や言葉など 

を用いて説明することが 

できる。  

・算数ブロックを操 

作したり，図に表 し

たりしながら計 算の

仕方を考える。 

・どのように考えた 

か，ブロックや図 を

使って説明する。 

   

 

３ 

・ 

４ 

・ 

５ 

 

 

 

 

 

 

・被加数が８の場合の計算の仕方 

 を考える。 

・加数分解すると，１０のまとま 

 りがつくりやすいことについて 

 まとめる。 

・被加数が９，８の場合の計算練 

 習に取り組む。 

・被加数が７の場合の計算の仕方 

 を考える。 

・計算練習に取り組む。 

 

技加数分解による計算が確

 実にできる。 

知被加数が８～５の場合で

 も，１０のまとまりをつ 

くればよいことを理解し 

ている。 

 

 

 

 

 

・算数ブロックを操 

作したり，図に表 し

たりしながら計 算の

仕方を考える。 

・どのように考えた 

か，ブロックや図 を

使って説明する。 

  

 

 

 

２ ３＋９のけいさん 

◎１位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，被加数を分解して計算する方法（被加数分解） 

があることを知り，計算の仕方について理解を深める。 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

・ 

２ 

（ 

本

時 

１ 

／ 

２ 

） 

 

 

・場面から加法であると判断して， 

 立式する。 

・３＋９の計算の仕方を考える。・

被加数分解した方が１０のまと ま

りをつくりやすい場合もある こと

をまとめる。 

・計算練習に取り組む。 

・文章問題を解決する。 

 

 

 

 

考被加数，加数の大小に関

 係なく，１０のまとまり 

をつくることに着目して 

計算の仕方を考え，言葉 や

ブロック操作などによ っ

て説明している。 

知１位数どうしの繰り上が

 りのある加法計算は， 

 １０のまとまりをつくれ

 ばよいことを理解してい

 

・算数ブロックを操 

作したり，図に表 し

たりしながら計 算の

仕方を考える。 

・どのように考えた 

か，ブロックや図 を

使って説明する。 
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 る。 

 

３ かあどれんしゅう 

◎加法の計算能力を伸ばす。 

 

３ 

 

 

 

 

 

１ 

～ 

５ 

 

 

 

・計算カードを用いたいろいろな 

活動をを通して，繰り上がりの あ

る１位数どうしの加法計算の 練習

をする。 

 

 

技１位数どうしの繰り上が

 りのある加法計算が確実

 にできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時について（１／２） 

（１）本時の目標 

  １位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，被加数を分解して計算する方法（被加数分解） 

 があることを知り，計算の仕方について理解を深める。 

 

（２）本時の評価規準 

観点 

 

評価規準（B） 

 

評価方法 

 

（B）を実現できていない 

児童への手立て 

数学的

な考え

方 

 

 

 被加数，加数の大小に関係なく，１

０のまとまりをつくることに着目して

計算の仕方を考え，言葉やブロック操

作などによって説明している。 

 

・挙手 

・発言 

・ノート 

 

 

 具体物を操作することで，加数か被

加数のどちらかに１０のまとまりをつ

くいればよいことをとらえやすくする

。 

 

      

（３）本時の展開 

 

段 

階 

 

学習活動 

 

 

指導上の留意点 

評価（◇）言語事項（＊） 〈形態〉 

 

 

導 

入 

（ 

10 

分 

） 

 

 

 

１ 本時の問題を把握する。 

○絵を見て立式する。 

・式 ３＋９ 

 

２ 学習課題をつかむ。 

 

 

○前時までの学習を想起させ，１０のまとま 

りをつくればよいことに気づかせる。 

 

 

○これまでの計算の仕方を考えてきた式とど

 こが違うのかに着目させ，被加数より加数 

が大きいことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

３＋９のけいさんのしかたをかんがえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

（ 
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３ 見通しをもつ。 

○どこに１０のまとまりをつくるか考える。 

 

 

４ 自力解決をする。 

○３＋９の計算の仕方を考える。 

・３を１０にする（９を７と２に分ける）。 

・９を１０にする（３を２と１に分ける）。 

 

 

○具体物を操作させることで，どこに１０の 

まとまりをつくるか，解決方法の見通しが も

てるようにする。 

 

＊話ながらブロックを操作させることで，自 

分の考えをしっかりつくらせる。〈個人〉 

 

＊友だちに分かりやすく伝えられるように， 

図や式に表して考えを整理してもよいこと 
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分 

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学び合う。 

○３を１０にする方法（加数分解） 

・図で 

を伝える。〈個人〉 

 

 

 

 

 

 

 

＊隣どうしで説明し合う活動を入れるこで， 

自分の考えを表現する経験を多く積ませ  

る。〈ペア〉 

 

＊自分の考えを発表する。〈全体〉 

 

 

 

 

 

○発表を補い，どこに１０をつくったのか， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇被加数，加数の大小に関係なく，１０のま 

とまりをつくることに着目して計算の仕方 

を考え，言葉やブロック操作などによって 説

明している。（挙手・発言・ノート） 

 

 

○被加数分解の場合も加数分解の場合も，同 

じように１０のまとまりをつくって考えて 

いることに気づかせる。 

 

 

 

 

   ⑩   

□□ 

 ２ 

           

■■■ ← □□□□□□□ 

  ３              ７ 

 

・式で               

     ３  ＋  ９ 

  ⑩ 

             ７       ２ 

 

・言葉で 

①３はあと７で１０。 

②９を７と２に分ける。 

③３に７をたして１０。 

④１０と２で１２。 

 

○９を１０にする方法（被加数分解） 

・図で 

 

 ■■  

 ２    

    

    ⑩   

 

 

 

■ → □□□□□□□□□ 

１              ９ 

 

・式で 

     ３  ＋  ９ 

 

 ２       １      ⑩ 

 

・言葉で 

①９はあと１で１０。 

②３を２と１に分ける。 

③９に１をたして１０。 

④１０と２で１２。 

 

○相違点や共通点を見つける。 

 

 

 

 

終 

末 

 

（ 

５ 

分 

） 

 

 

 

６ 学習課題についてまとめる。 

 

○加数分解か被加数分解かは，どちらの数を 

分解してどちらの数から１０をつくるか， 

 各々考えていけばよいことを伝える。 

 

 

○被加数分解に慣れさせる。 

 

○今日の学習で分かったことやがんばったこ

 と，考えたことなどを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

３＋９のけいさんは，３を２と１にわけて

１０のまとまりをつくってもできる。 

 

 

 

  

７ 練習問題をする。 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

○感想を発表する。 
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９ 次時の学習内容を知る。 

 

 

○次時は適用問題に取り組み，計算の仕方に 

慣れるようにしていくことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画 

 

  かだい                       まとめ 

 

 

 

 

 

 

     問題場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３＋９のけいさんのしかた

をかんがえよう。 

 

 

 

 

３＋９のけいさんは，３を２と

１にわけて１０のまとまりをつ 

くってもできる。 

 

 

 

                             ①９はあと１で１０。 

               ②３を２と１に分ける。 

               ③９に１をたして１０。 

               ④１０と２で１２。 

○３を１０にする。 

 

 

 

 

  

 

 たまごはあわせてなんこ 

 ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ ← □□□□□□□ 

 ３            ７ 

 

□□         ３＋９ 

２ 

          ⑩   ７  ２ 

 

□□□ □□□□□□□□□ 

   ３          ９ 

 

 しき   ３＋９＝１２ 

 

     こたえ  １２こ 

 

 

 

 

 

 

○９を１０にする。 

 

  ■■ 

   ２ 

 

 

■ → □□□□□□□□□ 

１         ９ 

 

     ３＋９ 

 

  ２    １   ⑩  

 

 

 

 

 

 

 

 


